
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成２１年 ５月 ７日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究(A) 

研究期間：2006 年 ～ 2009 年 

課題番号：18255013 

研究課題名（和文） アメリカ大陸における疾患感受性を規定するウシ主要組織適合遺伝子の検

出技術の実用化  

 

研究課題名（英文） Clinical application of diagnosis method of bovine major  

                    histocompatibility complex genes associated with resistance  

                    and susceptibility to bovine leukemia virus-induced lymphoma  

                    in South American  

研究代表者： 間 陽子

独立行政法人理化学研究所・分子ウイルス学特別研究ユニット・ユニットリーダー 

研究者番号：50182994 

 
研究分野：農学 

科研費の分科・細目：基礎獣医学・基礎畜産学 

キーワード：ウシ MHC(BoLA)、アメリカ大陸、BoLA クラス II 対立遺伝子、PCR-SBT 法、 

      牛白血病 

 

１．研究計画の概要 

乳牛と肉牛の生産では世界の 25％～40％

を占めるアメリカ大陸の主要な畜産国を対

象にして、牛白血病の発症に対して抵抗性と

感受性を規定する BoLA クラス II対立遺伝子

を PCR-SBT法を用いて同定する事が目的であ

る。 

２．研究の進捗状況 

ペルー・ボリビア・パラグアイ・アルゼン

チンおよびアメリカ合衆国よりウシ血液を

採材し、DNA 抽出を行った。アメリカ合衆国・

ワシントン州およびアイダホ州より乳用ホ

ルスタイン（14 頭）、アルゼンチンより Angus

（3 牧場、714 頭）およびホルスタイン種(3

牧場、341 頭)、ペルーでは乳用ホルスタイン

（105 頭）、海抜約 3300m の高地で飼育されて

いるホルスタイン(29 頭)、ペルー北部のアマ

ゾ ン 地 域 の 肉 用 交 雑 種 (Nelole x 

Brahman)(195 頭)、ボリビア・サンタクルス

周辺の乳用ホルスタイン(2 牧場 159 頭)、肉

用種としてGir種およびNelole種（213頭）、

乳肉兼用種（4牧場 113 頭）、および種雄牛（26

頭）、そしてパラグアイより乳用ホルスタイ

ン（5 牧場 139 頭）を採血した。さらに、各

国における BLV 感染率を BLV プロウイルスの

PCR による検出したところ、パラグアイは

69.7％、ボリビアは 18.8％～67.0％、ペルー

では低地ホルスタインで 58.7％、高地ホルス

タイン種は 7.1％、アマゾン地域では 42％で

あった。 

一方、従来の PCR-SBT 法を改良し、タイピ

ングの速度およびコストを大幅に減少させ

た。この方法を用いて、各国から収集した牛

サンプルの BoLA-DRB3 のタイピングを行い、
アリル頻度を計算した。品種や飼育地域の違

いがアリル頻度に与える影響を調べるため、

アメリカ大陸の各国のウシ集団および日本

各地で収集した集団の DRB3 アリル頻度を比

較したところ、ホルスタインのアリル頻度は

飼養地域に関わらず非常に似通っているこ

と、ホルスタイン、黒毛和種、日本短角、ジ

ャージーなどのタウルス系のウシと Nelole、

Brahman、Gir などのコブウシではアリル頻度

が大きく異なることなどが明らかとなった。 

また、収集したゲノム DNA より BLV の感染

細胞数を定量可能なリアルタイム PCR法の構

築に成功した。この方法を用いて、抵抗性お

よび感受性アリルを更に多角的に解析する

事が可能となった。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進んでいる。 

南米で予想以上に多くの品種のサンプリン

グが出来た。 

 

４．今後の研究の推進方策 



これらの結果を基に、BLV の感染率と

BoLA-DRB3 の遺伝子頻度の相関性を解析し、

続いて感受性アリルおよび抵抗性アリルの

検出法を開発する予定である。 
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